
区分 番　号 件　　　　名 概　　　　要 審査した委員会 9 7 3 2 1
 〔市長提出〕

条　
例

議第1号 三条市印鑑条例等の一部改正に
ついて

証明書等の交付事務および申請書等の作成事務の一部について、利
用者証明用電子証明書を利用して行うこととするため、必要な改正
を行うもの
施行期日：規則で定める日

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第2号 三条市火災予防条例の一部改
正について

対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取
扱いに関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部改正に
伴い、本市においてもこれに準じ、必要な改正を行うもの
施行期日：令和６年１月１日

総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第3号 市道路線の認定及び変更につ
いて

認定路線　 ２路線　　　延長　　　　　363.6ｍ
変更路線 　１路線　　　延長（増加分）　 71.7ｍ 経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

予　
算

議第4号 令和５年度三条市一般会計補正
予算

槻の森斎苑の空調設備の故障に伴う改修工事や制度融資に係る預託
金の増額のほか、老朽化が進む施設の改修等に備えた公共施設整備基
金への積み立てに係る経費などについて、必要な予算措置を行うもの
補正額　　　　 23億8,046万2,000円
補正後の額　　511億1,563万2,000円

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第5号 令和５年度三条市介護保険事業
特別会計補正予算

令和４年度の介護給付実績による支払基金交付金等の償還金およ
び令和４年度決算に伴う剰余金等の介護給付費準備基金への積立
金を措置するもの
補正額　　　　　 1億5,129万4,000円
補正後の額　　104億1,579万4,000円

市民福祉常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議第6号 令和４年度三条市水道事業会計
未処分利益剰余金の処分について

当年度未処分利益剰余金　　　　　2,915万6,241円
利益剰余金処分額　利益積立金　　2,915万6,241円
翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　　　　　　0円

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議第7号 令和４年度三条市下水道事業会計
未処分利益剰余金の処分について

当年度未処分利益剰余金　　　　　　 36万1,151円
利益剰余金処分額　利益積立金　　　 36万1,151円
翌年度繰越利益剰余金　　　　　　　　　　　　0円

経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

予　
算 議第8号 令和５年度三条市一般会計補正

予算

県の補助金を活用して行う農業者の渇水対策に対する支援に要する
経費について、必要な予算措置を行うもの
補正額　　　　　　　　 　　200万円
補正後の額　　511億1,763万2,000円

総務文教常任委員会
経済建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

報　
告 報第１号

専決処分報告について
（令和５年度三条市一般会計補
正予算）

８月７日に発生した暴風により破損した市営住宅や学校施設等の修
繕に係る経費について、必要な予算措置を行ったもの
補正額　　　　　　　2,620万円
補正後の額　　 487億3,517万円
専決処分日　　令和５年８月18日

総務文教常任委員会
市民福祉常任委員会
経済建設常任委員会

○ ○ ○ ○ ○ 承認

決　
算

認定
第１号

令和４年度決算の認定について
（三条市一般会計及び各特別会計）

（一般会計）
　支出済額　　563億2,490万552円

（特別会計）
　支出済額　　196億744万2,081円

決算審査特別委員会 ○ ○ × ○ ○ 認定

認定
第２号

令和４年度決算の認定について
（三条市公営企業会計）

（水道事業会計）
　収益的収支決算額　支出　　　20億266万7,218円
　当年度純利益　　　　　　　　　 2,915万6,241円
　有収率　　　　　　　　　　　　　　　  　88.1％

（下水道事業会計）
　収益的収支決算額　支出　　22億3,230万5,156円
　当年度純利益　　　　　　　　　　 36万1,151円
　接続率　　　　　　　　　　　　　　　　　70.1％

決算審査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 認定
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 〔議員発案〕

意
見
書

議員発案
第1号

北朝鮮による日本人拉致問題の
早期解決を求める意見書の提出
について

北朝鮮による拉致被害者および特定失踪者全員の早期帰国と真相
の究明に向け、国を挙げて全力で取り組むことを要望する意見書を
提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、拉致問
題担当大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

そ
の
他

議員発案
第2号 特別委員会の設置について

市議会に「議員定数調査特別委員会」を設置するもの
定数：22人
審査内容：本市議会議員の定数に関する調査・研究

　 ○ × × × × 否決

意
見
書

議員発案
第3号

私立高校の学費負担軽減と専任
教員増員を促進するため、私学
助成の増額・拡充を求める意見
書の提出について

私立高校生への就学支援金制度を拡充することなどを要望する意見
書を提出するもの
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大
臣、文部科学大臣

○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議員発案
第4号

私立高校の学費負担軽減と専任
教員増員を促進するため、私学
助成の増額・拡充を求める意見
書の提出について

県独自の学費軽減制度を拡充することなどを要望する意見書を提出
するもの
提出先：新潟県知事

　 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

 〔請願〕

請
願

請願
第7号

学費負担軽減と専任教員増の
ため、私学助成の拡充を求める
請願

私立高校生への就学支援金制度を拡充することなどを要望する意見
書の提出を求めるもの 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 採択
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市
長
提
出
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案
は
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三
条
市
印
鑑
条
例
等

の
一
部
改
正
」な
ど
の
条
例
案
件
、槻
の
森
斎
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の
空
調
設
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の
故
障
に
伴
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た
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0
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盛
り
込
ん
だ「
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度
三
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和
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各
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ど
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こ
れ
ら
の
議
案
は
、各
常
任
委
員
会
な
ら

び
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
な
ど
で
の
審
査

を
経
て
、採
決
の
結
果
、全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
、承
認
ま
た
は
認
定
し
ま
し
た
。

　
議
員
発
案
で
は
、「
議
員
定
数
調
査
特
別
委

員
会
の
設
置
」が
提
案
さ
れ
、採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、請
願
の
採
択
な
ど
に
伴
い
、国
会
や

関
係
行
政
庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

令和5年
（2023年）
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○西川重則　山田富義　岡田竜一　酒井　健

　馬場博文　白鳥　賢　岡本康佑　西村邦明

　竹山嘉一

○森山　昭　佐藤和雄　阿部銀次郎　武石栄二

　野嵜久雄　藤家貴之　内山信一

○小林　誠　坂井良永　武藤元美

○燕　幸男　笹川信子

　長橋一弘

清 風 会

自 由 ク ラ ブ

日本共産党議員団

公 明 党 議 員 団

無 所 属

会 派 所 属 議 員 ※○：会派の代表者

本会議最終日　採決の様子

本会議初日

上の表は各議案についての賛否一覧。

ここでは議会にまつわる豆ちしきを掲載しています。参考にしてください。
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